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（1）  a. 韻律語境界：(　)
   b. 韻律句境界：{　}
   c. 複合語境界：+
   d. 接語境界：=
   e. 接辞境界：-
   f. ピッチの下降：]







示している（青井 2018）。なお，基底形を「 //  // 」で示す（3）。
（2）  i. { (jadub)=(ma]i) } { (neːc-n)=([tiː) } ... 「戸もないと…」
   ii. ]... { (jadu
b
)=(mai) } { ([neːc-]n)=(tiː) } ... 「戸もないと…」
（3）  // kimi-i buɭ //「決める -cvb ipf」
3. 問題の背景
3.1 多良間方言アクセント論の素描
　多良間方言は 3種類のアクセント型が区別される（松森 2010）。この 3種類のアクセント型（a
型・b型・c型）はピッチの変動の有無とその位置によって対立している（4）（5）（青井 2016；
松森 2014；五十嵐 2015）。さらに各アクセント型は 2つの条件異音を持つ。つまり環境によって
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   i. a型 judaa=mai neːn 「枝もない」
   ii. b型 jadub=ma]i neːn 「戸もない」
   iii. c型 ma]duc=mai neːn 「暇もない」
（5）各アクセント型の実現例（上昇調）
   i. a型 ]... judaa=mai neːn 「枝もない」
   ii. b型 ]... jadub=mai [neːn 「戸もない」














（6）  i. (funic=]nu) (neːc-n) 「船がない」







































（7）  a. {(a]dʑac)=(mai)} {(jumia)=(mai)} ... 「兄も嫁も…」
   b. {(a]dʑac)=(mai)} {(ujac)([mai)} ... 「兄も父も…」
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 a] dʑ ac ma i ju mia ma i ...
 │ 
 H L
 a] dʑ ac ma i u jac　[ma i ...
 │  │














   i. 基本形：nakɿa
   ii. 連体基本形：nakɿa
   iii. 未来形：nakɿa-gumata
   iv. 否定形：nakaa-n
（9）bc型動詞の活用形の例 kak-「書く」
   i. 基本形：kakɿc
   ii. 連体基本形：kakɿb
   iii. 未来形：kakɿb-gumata





   i. 過去否定形：kaka-]da-taɭ「書く -neg-pst」
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   ii. 意志形：ka]ka-dzɿː「書く -vol」












   i. 過去否定形：(kaka-]da)-(taɭ)
   ii. 意志形：(ka]ka)-(dzɿː)





（12）  i. (sɿa)-(taɭ)  「する -pst」
   ii. (kɿ
b
)-(ta]ɭ) 「来る -pst」
   iii. (bu
a
)-(taɭ)  「居る -pst」
   iv. (a
b














る」のようにその語根が iː で終わる 2拍の II類動詞は（おそらく非過去形との同音衝突を避け
るために）進行融合形を持たない。
（13）  kimi-i    buɭ
   決める -cvb ipf
   「決めている」
（14）  kimi-i     bura-n
   決める -cvb  ipf-neg
   「決めていない」
（15）  kimi-i=ɭ（音声形は [kimiːɭ]）
   決める -cvb=ipf
   「決めている」
（16）  kimi-i=ra-n（音声形は [kimiːran]）
   決める -cvb=ipf-neg







   a）基底形：   //kimi-i buɭ//「決める -cvb ipf」
   b）第 1拍削除： kimiː ɭ





140 セリック ケナン・青井隼人／国立国語研究所論集 21: 133–162 (2021)
類される，つまり 1番目の韻律語の末尾拍に低音調が指定されることが予測される。
（18）bc型動詞の接続形のアクセント型
   i. (kimi]ːc) (buɭ)














































従来の仮定（松森 2014；五十嵐 2015，2016；青井 2016）とそぐわない。
（19）  i. kimiː=]ɭ=tiː=mai...「決めているとも…」
   ii. ]... ki[miː=ɭ=tiː=mai...「決めているとも…」
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（20）  i. ]... (kimiːc)=([ra-da)-(taɭ)=(tiː)=(mai) ...「決めていなかったとも…」















（22）  i. nauɕiː]ɭ=tiː ...   「直していると…」
   ii. ]... nau[ɕiːɭ=tiː ...  「直していると…」
   iii. naraːɕiː]ɭ=tiː ...   「教えていると…」
   iv. ]... naraː[ɕiːɭ=tiː .. . 「教えていると…」
   v. dumavviː]ɭ=tiː ...  「混乱していると…」
   vi. ]... dumav[viːɭ=tiː ...「混乱していると…」















































   a) kimiː=ɭ=tiː ...    「決める .cvb =ipf=quot（決めていると…）」
   b) kimiː=ɭ-gumata ...  「決める .cvb =ipf-fut（決めているべき…）」
   c) kimiː=ɭ=nu ...    「決める .cvb =ipf=nom（決めているのが…）」
   d) kimiː=ɭ=nu=du ...  「決める .cvb =ipf=nom=foc（決めているのが…）」
   e) kimiː=ɭ=ɭa ...    「決める .cvb =ipf=top（決めているのは…）」
   f ) kimiː=ɭ=tu ...    「決める .cvb =ipf=com（決めているのと…）」
   g) kimiː=ɭ=tu=du ...   「決める .cvb =ipf=com=foc（決めているのと…）」
   h) kimiː=ɭ=to=ː ...   「決める .cvb =ipf=com=top（決めているのとは…）」
   i) kimiː=ɭ=ɭu=ga ...   「決める .cvb =ipf=nmlz=gen（決めているの…）」
   j) kimiː=ɭ=ɭu=ga ...   「決める .cvb =ipf=nmlz=nom（決めているのが…）」
   k) kimiː=ɭ=ɭu=ga=du ... 「決める .cvb =ipf=nmlz=nom=foc（決めているのが…）」
   l) kimiː=ɭ=ɭo=ː ...    「決める .cvb =ipf=nmlz=top（決めているのは…）」
   m) kimiː=ɭ=ɭo=ː=tum ... 「決める .cvb =ipf=nmlz=top=emph（決めているのさえ…）」
   n) kimiː=ɭ=ɭu=ː ...   「決める .cvb =ipf=nmlz=acc（決めているのを…）」
   o) kimiː=ɭ=ɭu=ː=du ...  「決める .cvb =ipf=nmlz=acc=foc（決めているのを…）」
   p) kimiː=ɭ=ɭu=nkeː ...  「決める .cvb =ipf=nmlz=dir（決めているのに…）」
   q) kimiː=ɭ=ɭu=kara ...  「決める .cvb =ipf=nmlz=abl（決めているのから…）」
   r) kimiː=taɭ=tiː ...    「決める .cvb =ipf.pst=quot（決めていたと…）」
   s) kimiː=ra-n=tiː ...   「決める .cvb =ipf-neg=quot（決めていないと…）」
   t) kimiː=ra-dzɿː=tiː ...  「決める .cvb =ipf-vol=quot（決めていようと…）」
   u) kimiː=ra=tiː ...    「決める .cvb =ipf.vol= quot（決めていようと…）」







1 下降調は枠文を発話の頭の環境で収録し，上昇調は枠文の前に m]mec「もう」または kjuːb=ma]i「今日も」
の句を添えて収録した。

















群 A. B. C.
X.cvb（拍数） 2拍 3拍 4拍以上
X.cvb=ipf（拍数） 3拍 4拍 5拍以上












   A群：k-「来る」
   B群： baka-「奪う」，jum-「読む」，kimi- 「決める」，mat-「待つ」，mut-「持つ」，  
nara-「習う」
   C群：dumavv-「混乱する」，kavv-「被る」，naraːs-「教える」，naus-「直す」，uguri-「怒る」
5.1 進行融合形に韻律語を形成する 2拍以上の接語・接辞が付く環境
　進行融合形に韻律語を形成する 2拍以上の接語・接辞が付く枠文は「X.cvb=ipf=quot ...」，
「X.cvb=ipf-fut ...」，「X.cvb=ipf.pst=quot ...」，「X.cvb=ipf-vol=quot ...」，「X.cvb=ipf.vol= quot ...」，
「X.cvb=ipf-neg-pst= quot ...」の 6つである。B群と C群に着目すると，下降調と上昇調の対応




（27）  i. bakeː=]taɭ   「奪う .cvb=ipf.pst」
   ii. ]... bakeː=[taɭ 「奪う .cvb=ipf.pst」
（28）  i. uguriː=]taɭ  「怒る .cvb=ipf.pst」






（29）  i. (bakeːc)-(taɭ)






（30）  i. bakeː=]ɭ=tiː   「奪う .cvb=ipf=quot」
   ii. ]... ba[keː=ɭ=tiː  「奪う .cvb=ipf=quot」
（31）  i. uguriː=]ɭ=tiː   「怒る .cvb=ipf=quot」
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（32）下降調の音調の解釈
   i. (bakeːc=]ɭ)=(tiː)
   ii. (uguriːc=]ɭ)=(tiː)
（33）上昇調の音調の解釈
   i. (ba
c
)([keː=ɭ)=(tiː)





















   i. kiː=]taɭ   「来る .cvb=ipf.pst」
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（36）進行融合基本形
   i. kiː=]ɭ=tiː  「来る .cvb=ipf=quot」




















構造を想定した場合，mmecの末尾拍には 2つの低音調（つまり mmeが持つ低音調と k-に由来
する低音調）が結びつていると分析しなければならない。
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{ (mme
c
) } { (kiːc=ɭ)=(tiː) } { (mmec) } { (kiːc=ɭ)=(tiː) } { (m]mec) } { ([kiːc=ɭ)=(tiː) }
 │ │  │  │ 
 H  L L H L L H L L








（41）  i.  miːc-]ɭ=tiː ...「見ると…」
   ii.  m]me
c
 miːc-ɭ=[tiː ...「もう見ると…」
（42）  i. { (miːc-]ɭ)=(tiː) } ...
   ii.  { (m]me
c
) } { (miːc-ɭ)=([tiː) } ...
　下降調では，k-「来る」の進行融合基本形と miː-「見る」の基本形が同じパターンを示してい
るため，同じ韻律構造を想定しても問題がない。これに対して，上昇調では異なるパターンが観























) } { ( ø
c
 ) ([kiː=ɭ)=(tiː) }
 │ │ │











   i. (bakeːc=]ɭ)=(tiː)
   ii. (uguriːc=]ɭ)=(tiː)
（44）（=（33））上昇調の音調とそれから想定される韻律構造の解釈
   i. ]... (ba
c
)([keː=ɭ)=(tiː)























   i. (kiːc=]ɭ)(ø)=(tiː)  （対  ]... (ø)([kiːc=ɭ)=(tiː)）
   ii. (bakeːc=]ɭ)(ø)=(tiː) （対  ]... (bac)([keː=ɭ)=(tiː)）













   i. ]... [kiː=ɭ=nu   「来る .cvb=ipf=nom」
   ii. ]... ba[keː=ɭ=nu  「奪う .cvb=ipf=nom」
   iii. ]... ugu[riː=ɭ=nu 「怒る .cvb=ipf=nom」
（47）上昇調における音調の解釈
   i. ]... (ø
c
)([kiː=ɭ=nu)
   ii. ]... (ba
c
)([keː=ɭ=nu)








 セリック ケナン・青井隼人／国立国語研究所論集 21: 133–162 (2021) 151
（48）下降調において予測される音調
   i. (kiːc=ɭ=]μ)   「来る .cvb=ipf=μ」
   ii. (bakeːc=ɭ=]μ)  「奪う .cvb=ipf=μ」
   iii. (uguriːc=ɭ=]μ) 「怒る .cvb=ipf=μ」
　（49）に示したように，「X.cvb=ipf=nmlz=abl」（と提示していない「X.cvb=ipf=top」）の枠文
においては予測される音調が観察された。
（49）  i. kiːc=ɭ=]ɭu=kara   「来る .cvb=ipf=nmlz=abl」
   ii. bakeːc=ɭ=]ɭu=kara  「奪う .cvb=ipf=nmlz=abl」
   iii. uguriːc=ɭ=]ɭu=kara 「怒る .cvb=ipf=nmlz=abl」
　これに対して，「X.cvb=ipf=nom」と「X.cvb=ipf=com」の枠文においては予測される音調が観
察されることがあったとしても，（50）に示す音調が優勢であった 3。このパターンでは，ピッチ
の下降が接語化する補助動詞の部分 =ɭ の直前に実現しており，素直に解釈すれば，=ɭ に低音調
が結びついていることになる。したがって，その拍の直後に韻律語の境界があると解釈しなけれ
ばならず，結果として（51）に示す韻律構造を想定することになる。
（50）  i. kiːc=]ɭ=nu ...   「来る .cvb=ipf=nom」
   ii. bakeːc=]ɭ=nu ...  「奪う .cvb=ipf=nom」
   iii. uguriːc=]ɭ=nu ... 「怒る .cvb=ipf=nom」
（51）  i. (kiːc=]ɭ)=(nu) ...   「来る .cvb=ipf=nom」
   ii. (bakeːc=]ɭ)=(nu) ... 「奪う .cvb=ipf=nom」
   iii. (uguriːc=]ɭ)=(nu) ... 「怒る .cvb=ipf=nom」
　（51）に示した韻律構造は先行研究の結果からは予測されないものである。なぜなら，本稿の 3.1
節で言及したように，これまでの研究では 1モーラの接語は韻律語を形成しないとされているか
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（52）基本形と 1拍接語の音調
   i. miːc-ɭ=]nu ...    「見る -fin=nom」
   ii. ]... miːc-ɭ=nu [...  「見る -fin=nom」
   iii. bakeːɭc=]nu ...   「別れる .fin= nom」
   iv. ]... bakeːɭc=nu [...  「別れる .fin= nom」
   v. ugunaːɭc=]nu ...   「集まる .fin=nom」








   i. (miːc-ɭ=nu) ... 「見る -fin=nom」
   ii. (bakeːɭc=nu) ... 「別れる .fin=nom」











上昇調 ]... (bakeːɭc=nu[) ]...(bac)([keː=ɭ=nu)
　最後に枠文の種類による音調の違いが問題として残っている。現時点ではなぜそのような違い
が見られるのかについては分からない。ただし以下のことは共通点として指摘できるだろう。す
なわち 1拍接語が韻律語を形成しない枠文において，付加される接語の語頭子音は ɭ であり，接
語化する補助動詞の ɭ と二重子音を形成する。韻律語が音節を基に形成されることを考えると，
両音節性の有無など，音節構造が関わっている可能性がある。









   i. ]... ba[keː=ɭ=nu=du ... 「奪う .cvb=ipf=nom=foc」
   ii. ]... ugu[riː=ɭ=nu=du ... 「怒る .cvb=ipf=nom=foc」
（55）進行融合形と 1拍接語の連鎖の解釈
   i. (ba
c
)(keː=ɭ=nu=du) ... 「奪う .cvb=ipf=nom=foc」
   ii. (ugu
c






   i. ]... [kiː=ɭ=ɭu=ga  「来る .cvb=ipf=nmlz=nom」
   ii. ]... [kiː=ɭ=to=ː  「来る .cvb=ipf=com=top」
（57）k-「来る」の進行融合形と 1拍接語の連鎖の解釈 1
   i. (ø
c
)(kiː=ɭ=ɭu=ga)






   i. ]... kiː=ɭ=[nu=du 「来る .cvb=ipf=nom=foc」
   ii. ]... kiː=ɭ=[tu=du 「来る .cvb=ipf=com=foc」
（59）k-「来る」の進行融合形と 1拍接語の連鎖の解釈 2
   i. (kiː=ɭ)=(nu=du)
   ii. (kiː=ɭ)=(tu=du)







   i. miː-ɭ=nu=]du   「見る -fin=nom=foc」













   i. kiː=]ɭ=nu=du ...   「来る .cvb=ipf=nom=foc」
   ii. bakeː=]ɭ=nu=du ... 「奪う .cvb=ipf=nom=foc」
   iii. uguriː=]ɭ=nu=du ... 「怒る .cvb=ipf=nom=foc」
（63）進行融合基本形と 1拍接語の連鎖の解釈（下降調）
   i. (kiːc=ɭ)=(nu=du) ...  「来る .cvb=ipf=nom=foc」
   ii. (bakeːc=ɭ)=(nu=du) ... 「奪う .cvb=ipf=nom=foc」











   i. miː-ɭc=nu=]du ...   「見る -fin=nom=foc」
   ii. ]... miː-ɭc=nu=du [ ...  「見る -fin=nom=foc」
   iii. bakeːɭc=nu=]du ...   「別れる . fin =nom=foc」
   iv. ]... bakeːɭc=nu=du [ ... 「別れる . fin =nom=foc」
   v. ugunaːɭc=nu=]du ...  「集まる . fin =nom=foc」
   vi. ]... ugunaːɭc=nu=du [ ... 「集まる . fin =nom=foc」
（65）基本形と 1拍接語の連鎖の解釈
   i. (miː-ɭc=nu=du) ...   「見る -fin=nom=foc」
   ii. (bakeːɭc=nu=du) ...  「別れる . fin =nom=foc」









（66）（=（63-ii）,（55-i）） i. 下降調：(bakeːc=]ɭ)=(nu=du) ... 「奪う .cvb=ipf=nom=foc」









































　第一に，方格を表す =nkeː の分析である。=nke:は共時的に 1つの 3モーラの接語としてしか
分析できないものの，韻律的には 1拍接語と 2拍接語の連鎖と同じ振る舞いを示す（68）（五十
嵐 2015: 11–12）。つまり，1拍目の nの部分が先行する韻律語に組み込まれており，残りの 2拍




   i. a型 (gamaa=n)(keː) ...  「洞窟に…」
   ii. b型 (parub=n)(ke]ː) ... 「畑に…」
   iii. c型 (nabic=]n)(keː) ...  「鍋に…」
       *(na]bi)=(nkeː) ...
　=nke:と同じ振る舞いをする接語として，=jatum「=emph」を加えることができる（69）。
（69）名詞・接語 =jatum「=emph」の音調と解釈
   i. a型 (kubaa=ː)(tum) ...   「ビロウ樹さえ…」
   ii. b型 (mameb= ː)(tu]m) ... 「豆さえ…」
   iii. c型 (adanc=]ja)(tum) ...  「アダンさえ…」
       *(ada]n)=(jatum)
　第二に，その形態統語構造からは 1つの韻律語だけが写像されると予測されるのに，実際には
複数の韻律語が形成される語がある（70）（いずれも五十嵐（2015）より引用）。
（70）  i. (mju]ːc)(tura)=(mai) ... 「夫婦も…」
   ii. (ut]u
c
)(dara)=(mai) ... 「兄弟も…」
   iii. (ra]k
c
)(kjoː)= (mai) ... 「辣韭も…」
   iv. (ɕo]ːc)(gatsɿ)= (mai) ... 「正月も…」
　（70-i）の mjuːtura「夫婦」は，mjuːtu「夫婦」と 1拍接辞の -ra「-pl」から構成されているため，
1つだけの韻律語を形成すると予測される。しかし，実際のピッチパターンを観察すると，ピッ




方言では，例えば ratsɿ「辣」や kjoː「韭」という個別の形態素は存在しない。したがって rakkjoː
「辣韭」を複合語として分析することは難しい。つまり共時的に見て rakkjoː は 1語であると見な
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（71）（少なくとも通時的に）2モーラ形態素の境界を含む b型 4モーラの名詞
   i. (naː+tanib)=(ma]i) ...  *(naːb)+(tani)=(ma]i) ...  「菜種も…」
   ii. (munu+ɿːb)=(ma]i) ... *(munub)+(ɿː)=(ma]i) ...  「言葉も…」
   iii. (adu+paɭb)=(ma]i) ...  *(adub)+(paɭ)=(ma]i) ...  「踵も…」
　例えば，（71-i）の語は共時体系において実在する naːb「菜っ葉」と tanib「種」から構成されて
おり，その形態統語構造からは 2つの韻律語を形成することが予測される。しかし実際にはピッ














（72）  (u]pu)(giː[) 「それぐらいの大きさ」  (i]da)(keː[) 「どれぐらいの高さ」
   (i]pu)(giː[) 「どれぐらいの大きさ」  (u]i)(kjoː[) 「ウイキョウ」
   (u]ga)(tta[) 「そいつ」        (u]pu)(gaː[) 「それぐらいの大きさ」
   (ka]ː)(puja[) 「凧の一種」      (ka]pu)(geː[) 「あれぐらいの大きさ」
   (gi]t)(tɕoː[) 「遊びの一種」      (ku]ga)(tta[) 「こいつ」
   (ku]da)(keː[) 「これぐらいの高さ」  (ku]na)(geː[) 「これぐらいの長さ」
   (ku]pu)(gaː[) 「これぐらいの大きさ」 (ɕa]n)(ɕufu[) 「シャコガイ」
   (sɿ]tu)(gatsɿ[) 「盂蘭盆」       (na]da)(kaː[) 「同じ高さ」
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て後語彙的な形成規則を想定すると，（73）の対立を説明することができない。
（73）  i. kaɕiːc=n  => (kaɕiːc=]n)  ~ ]... (kaɕiːc=n[)  「手伝いに」














（74）  i. 下降調： (bakeːc=]ɭ)(ø) 「奪っている」
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（75）  i. 下降調： (bakeːc]) (buɭa)  対 (bakeːc=]ɭ)(ø) 「奪っている」














（76）  i. 下降調： (bakeːc]) (buraa-da)-(taɭ)  対 (bakeːc])=(ra-da)-(ta]ɭ) 「奪っていなかった」
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略号
abl  Ablative  acc Accusative   com  Comitative
cvb Converb  dir Directional  emph Emphatic
fin  Finite  foc Focus     fut  Future
gen  Genitive  ipf Imperfective  neg  Negative
nmlz Nominalizer  nom Nominal   pl  Plural
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Abstract
In this paper, we report extensive fieldwork results concerning the tonal pattern of the fused 
progressive verbal forms in the Nakasuji Tarama dialect of Southern Ryukyuan Miyako. There were 
three main results: 1. Based on the tonal pattern of the fused progressive form of k- ‘come’, the 
existence of empty prosodic words must be posited; 2. even if in some environments the progressive 
verbal forms seem to form only one prosodic word at the surface level, they must nevertheless be 
analyzed as forming two prosodic words at the underlying level; and 3. in the case of some of the 
fused progressive verbal forms, there exists an alternation in the prosodic structure between the 
falling and rising patterns, a phenomenon that is not predicted to occur according to the previous 
research so far.
 Based on these results, we propose a new analysis concerning the derivation rules of the 
prosodic word. We argue that the prosodic word is not derived through regular rules at a post-
lexical level but is instead specified at the underlying level. Lastly, focusing on the surface tonal 
patterns of the fused form and its non-fused counterpart, we propose a tentative explanation for 
the alternation found in the prosodic structure of some of the fused progressive verbal forms.
Keywords: prosody, lexical prosodic system, fused form, Tarama dialect
